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 また、第２部では、物語構造についての先行研究を踏まえ、主に Leech と Short による小説構造を参考にして1 、
次のようなディスコースレベルの階層性による物語構造を設定し（「階層構造モデル」と呼ぶ）、この物語構造に基
づいて、「不確定・移行現象」の現出を物語テクスト生成の見地から考察する。 
           「階層構造モデル」 
    ディスコースレベル          世界 
   実際の作者   ― 実際の読者 
   含意された作者 ― 含意された読者 
   語り手     ― 聞き手       表現世界 














                                                          
1 Leech Geoffrey N. and Short Michael H. (1981) Style in Ficiton. London : Longman House. 
（本論では日本語訳による：リーチ、ジェフリー. N./ショート、マイケル. H.（2003）『小説の文体』、筧壽夫監修、
研究社） 
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と言い換えることによって話法への関連づけを行い、逆に直接話法と間接話法の引用部のタイプをこの４分類への関
連づけによって説明し、自由間接話法をＣタイプの下位分類に位置づけている。このようにこの理論には大変生産的
な面がある。 
 階層構造モデルにおいては最下層が物語世界であり、その上に表現世界（語り手-聞き手）が位置づけられる。表現
世界の語り手が物語世界に対して、その２主体（語り手自身と作中人物）の間の選択を連続的に行うという形で関与
することから、主体の不確定性と移行現象が生じるとする。この理論は興味深いものではあるが、〈語り手〉に関し
てはいっそうの考察の余地があろう。しかしながら、この階層構造モデルを『和泉式部日記』に適用することによっ
て、論者は、作品のメタ構造的分析の興味深い実例を示すのに成功している。また、表現世界の語り手が物語世界に
関与する際の位置どりという観点から行う、太宰治『魚服記』の謎めいたプロットの解釈も、作品の読みに新たな方
法を提示するものとなっている。 
 本論文は、表現と考察にやや精粗がみられるものの、独創的な理論を徹底的に検証して意義のある成果を収めたも
のであり、博士（言語文化学）の学位論文として十分価値あるものと認められる。 
